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第218号栄村議会報

　令和８年第１回定例会は3月4日に開会され、９日と10日の２日間、
予算特別委員会が開催されました。
　慎重審議の結果、最終日12日に、一般会計・特別会計・事業会計全て
可決されました。

令和８年度予算を予算特別委員会で慎重審議し可決

令和8年度
一般会計　38億4,600万円� 特別会計総額　9億349万9千円

公営企業会計

【一般会計内訳】� （単位：千円）

【事業会計内訳】� （単位：千円）

【特別会計内訳】� （単位：千円）

歳　　　入
村 税 173,516
地 方 譲 与 税 72,100
地方消費税等交付金 56,070
地 方 交 付 税 1,790,000
分担金及び負担金 6,110
使用料及び手数料 68,505
国 県 支 出 金 544,372
財 産 収 入 28,410
寄 附 金 50,500
繰 入 金 444,240
繰 越 金 50,000
諸 収 入 49,477
村 債 512,700

合　　計 3,846,000

事　業　名 当初予算
簡 易 水 道 事 業 138,439
下 水 道 事 業 192,337

合　　計 330,776

歳　　　出
議 会 費 50,808
総 務 費 681,032
民 生 費 475,816
衛 生 費 231,202
労 働 費 5,369
農 林 水 産 業 費 336,894
商 工 費 584,365
土 木 費 518,838
消 防 費 134,635
教 育 費 481,582
災 害 復 旧 費 45,650
公 債 費 289,809
予 備 費 10,000

合　　計 3,846,000

歳　入 ・ 歳　出
国 民 健 康 保 険

（事業勘定） 239,385

国 民 健 康 保 険
（施設勘定） 131,293

秋 山 診 療 所 4,039
後 期 高 齢 者 医 療 37,907
介 護 保 険 402,729
介 護 サ ー ビ ス 7,314
ケ ー ブ ル テ レ ビ 80,832

合　　計 903,499

詳細については、広報さかえ4月号（第509号）
８ページの「令和８年度　当初予算の概要」をご
覧ください。

◆令和8年　第1回　定例会◆
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◆反対討論　　島田　篤 議員
令和８年度一般会計予算案に対し、反対の立場から討論を行います。

まず、申し上げたいのは、本予算に盛り込まれている多くの施策が村民の暮らしを支え、栄村
をよりよくしていこうという思いの元に編成されていることは十分に理解しております。特に、
豪雪地帯である本村にとって重要な雪害対策をはじめ、子育て支援、福祉施策、教育環境の整備、
農業支援策など、住民生活に密着した施策であり行政の努力を高く評価するものであります。

その上で、将来に関わる政策判断について、今少し立ち止まって考える必要があるのではない
かと感じる点があることから反対の立場で意見を述べさせていただきます。

第一に、雄川閣に関する一部解体工事費用4,000万円の計上についてであります。現在、譲渡
契約の内容は検討中との答弁であり、譲渡条件や今後の事業計画が明確になっているとは言えな
い段階であります。このような状況の中で解体工事費を計上することが、果たして村民の理解と
納得を得られるものか疑問を持たざるを得ません。

議会の中でも貸与という方法を含め様々な意見が出されております。本来であれば、譲渡ある
いは貸与の条件や雄川閣の将来像を十分に整理した上で、必要な工事の内容を判断するのが望ま
しい手段ではないかと考えます。

第二に、村営スキー場の今後のあり方についてであります。開設30周年を迎えるスキー場は、
リフト３本の小規模な施設ではありますが、日本一の豪雪地帯という条件を背景に、質の高い雪
を求めて訪れる利用者も多く、近年は非圧雪の滑走を目的とした利用者も増えていると聞いてお
ります。こうした特徴は、本村ならではの魅力であり、大切な地域資源でもあります。単なる収
支だけで測れない価値を持つ施設であり、村民にとっても、交流の場、雇用の場、として大切な
役割を果たしてきました。

しかしながら、令和８年度の歳出は約３億1,000万円に対し、スキー場収入は約4,000万円であ
り、一般財源の投入や過疎債によって支えられている構造が続いております。30周年という節目
は、これまでの歩みを振り返ると共に、これから先をどのように歩んでいくのかを考える大切な
機会でもあるのではないでしょうか。現在、本村の人口は１,４９５人（２月１日現在）であります。
これからの人口減少社会の中で本村の施設や事業をどのように維持し活かしていくのか、その議
論を始めていくことが、今私たちに求められているのではないかと考えます。

雄川閣やスキー場の問題は、個別事業の是非だけでなく、今後どのような形で、次世代へ引き
継いで行くのかという共通の課題につながる問題であると考えます。

将来の人口や財政の見通しを踏まえながら、公共施設の維持や活用の方向性について，村民と
共に考えていく必要があるのではないでしょうか。

本予算案には評価できる施策が多く含まれていることは十分承知しております。しかし、将来
に関わる重要な政策判断について、少し立ち止まり方向性を示すことが今必要ではないかと考
え、本案に賛成できないことを申し上げて、反対討論と致します。　

令和８年度

一般会計予算：反対・賛成討論
３月12日最終日、令和８年
度一般会計予算について、
反対討論と賛成討論があり
ました。
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◆賛成討論　福原一男 議員
私は、令和８年度栄村一般会計予算について、賛成の立場から討論を行います。

新年度の一般会計予算総額は、38億4,600万円であり、前年度比１％減と、前年度とほぼ同規
模の予算編成となっております。近年は、物価高騰や人件費の上昇など、自治体財政を取り巻く
環境は一層厳しさを増しており、予算編成にあたっては大変なご苦労があったものと思います。
そのような状況の中で、本予算は「健全な財政運営を基本」としながら、「住民の安全・安心を
守る生活基盤の確保」、「農業や観光など地域産業の振興」、さらには「子育て支援や教育環境の
充実」など、村民生活に直結する施策を着実に推進していく姿勢が示されているものと受け止め
ております。また、新年度は第６次栄村総合振興計画後期基本計画の最終年度にあたります。本
予算は、この計画に基づく各種事業を着実に推進するため、限られた財源の中で事業の優先度を
十分に検討しながら編成された予算であり、その点について一定の評価をするものであります。

一方で、少子高齢化と人口減少が進む栄村においては、地域の担い手確保、産業の維持発展、
公共施設の適正な管理など、将来を見据えた重要な課題が山積しております。本予算には、こう
した課題を踏まえつつ、村民生活の安定と地域の持続的発展を見据えた施策が盛り込まれている
ものと考えます。

さて、本予算については、2日間にわたり予算特別委員会において集中的な審議が行われまし
た。予算書を精査する中で、今後の予算執行にあたり、３点について申し上げておきたいと思い
ます。

まず１点目として、行政サービスの水準を維持・向上させていくためには、経常的経費の見直
しを進めるとともに、いかに政策的経費を確保していくかが重要であります。特に業務システム
の保守管理など、デジタル化の進展に伴い費用の増大が懸念される分野については、業務のあり
方も含め、現在の運用が本当に身の丈に合ったものとなっているのか、改めて点検していく必要
があると考えます。

２点目として、今回の予算審議では、多くの議員から様々な質疑が行われましたが、その中に
は答弁が必ずしも明確でなく、議論が十分に深まらなかった場面も見受けられました。行政に携
わる職員には、行政サービスを担う立場としての自覚と誇りを持ち、事業の目的や必要性につい
て、議会や住民に対して分かりやすく、的確に説明できるよう、今後一層の努力をお願いしたい
と思います。

３点目として、政策実行における予算執行については、関係者との合意形成を丁寧に図りなが
らも、確実性とスピード感を持った対応が求められます。また、予算審議の中で不確実性が指摘
された事業については、慎重かつ丁寧な対応を行い、適切な予算執行に努めていただくことを強
く求めたいと思います。

最後になりますが、多くの自治体で「財政が厳しい」という言葉が繰り返し語られております。
栄村においても、同様の状況にあることは言うまでもありません。だからこそ、従来の手法に捉
われることなく、新たな視点による行政運営について真剣に議論し、挑戦していくことが重要で
あると考えます。固定観念に捉われることなく、村民の暮らしを第一に考えた行政運営と、責任
ある予算執行が行われることを期待申し上げ、本予算に対する賛成討論とします。　
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令和８年３月定例会　議決案件
案　件　名 内　　　容

◆専決処分について【令和７年度栄村一般会計補正予
算（第10号）】

・衆議院議員総選挙の執行経費
・補正額：5,261千円

◆専決処分について【令和７年度栄村一般会計補正予
算（第11号）】

・不足が見込まれる除雪経費
・補正額：38,000千円

◆令和７年度栄村一般会計補正予算（第12号） ・人事院勧告に伴う人件費の増額など
・補正額：8,460千円

◆令和７年度栄村介護保険特別会計補正予算（第３号） ・人事院勧告に伴う人件費の増額
・補正額：1,070千円

◆令和７年度栄村簡易水道事業会計補正予算（第３号） ・水道施設の敷設工事の減額
・補正額：▲3,388千円

◆一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

・人事院勧告に伴う期末手当・勤勉手当の年間支給月数の
引き上げ4.60月→4.65月　など

◆特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

・人事院勧告に伴う特別職の期末手当の支給月数を、3.45
月から3.5月とする

・栄村特別職等報酬審議会からの建議を受け、特別職の給
与月額の引き上げの改正を行う

　村　長⇒36,000円／月増　副村長⇒31,000円／月増
　教育長⇒29,000円／月増（平成29年度以来の引き上げ）

◆栄村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例の制定について

・栄村特別職等報酬審議会からの建議を受け、非常勤特別
職の日額報酬の引き上げ等の改正を行う

・選挙管理委員会委員：5,800円／日⇒8,200円／日 他

◆議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

・議会議員報酬の期末手当について、0.05月分引き上げる
内容の改正

◆職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

・宿泊費の高騰に対応するため宿泊費用の見直しを行う
・宿泊に係る特別な事情がある場合として、旅行命令権者

が認める場合は、本条例の額を超えて当該宿泊に要する
費用の実費額を支給する。

◆栄村ケーブルテレビ放送施設の設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について

・光ケーブルを借用する通信業者から徴収する使用料を、
月額524円から304円に減額を行う

◆栄村消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

・消防団員の出動報酬対象に、「その他の出動」を加え、
防火水槽の維持管理等を報酬対象とする

◆栄村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する
条例の制定について

・国の法改正に伴い、消防団員に対する損害補償の補償基
礎額の増額の改正を行う

◆栄村簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例の
制定について

・能登半島地震で被災した水道施設復旧対応状況を踏ま
え、災害による被害に備えるため、適切な技術がある給水
装置工事事業者を指定し、迅速な工事を図るための条例

◆栄村空き家等の適正管理に関する条例の制定について ・適切な管理が行われていない空き家等から、地域住民の
生命、身体または財産を保護し、生活環境の保全を図るこ
とを目的に、緊急安全措置等の円滑な運用を図る

◆栄村福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例の
制定について

・福祉医療費給付金の支給対象に、新たに精神障がい者の
入院医療費に係る経費を追加する

◆栄村国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定
について

・国民健康保険の被保険者が死亡した際に、葬祭を行った
方へ支給する「葬祭費」の額を改定

・30,000円⇒50,000円
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案　件　名 内　　　容

◆栄村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制
定について

・将来的な県内の保険税率の統一に向けた税率改正、子ど
も子育て支援金に係る賦課区分の新設及び暫定賦課の廃
止を行う

◆栄村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

・後期高齢者医療保険料の普通徴収において実施している
暫定賦課を廃止

◆栄村乳児等通園支援事業の設備及び運営の基準に関
する条例の制定について

・保育所等に通っていない未満児童を保護者の就労条件等
を問わず、国の基準で月10時間まで1時間当たり300円を
負担することにより、保育所等に預けることができる制
度に対応するために、国が定めた最低限の設備（ハード
部分）や運営（ソフト部分）についての基準を設け、明示。

◆栄村小、中学校医、歯科医及び薬剤師旅費支給条例
を廃止する条例の制定について

・医師、歯科医、薬剤師を学校検診等で派遣した際に、旅
費を支給することについて定めているが、現在は関係機
関と協議の上、医師会、近隣病院等と旅費を含めた委託
契約を締結しており、本条令に基づく旅費支給は行われ
ていなく、法規の適正化を図るため、本条令を廃止。

◆栄村過疎地域持続的発展計画の変更について ・現行の過疎計画が令和７年度末をもって期間満了となる
ことに伴い、令和８年度から令和12年度までの５年間を
期間延長とする

◆栄村教育委員会教育委員の任命について ・宮川まゆ氏（野田沢）
・任期：令和８年４月１日から令和９年１月４日まで
　　　　（前任者の残任期間）

◆令和７年度栄村ケーブルテレビ特別会計補正予算
（第３号）

・新百合居橋へのケーブル管路の取り付けと、橋の両端に
マンホールを設置する工事で、橋の両端に設けるマンホ
ールの工事が年度内の完了が見込めず、令和８年度に繰
り越すため、支払い期限の延長を認めるもの

◆令和７年度　栄村予算推移◆
区　分 当初

予算
５月21日
補正

６月
補正

8/8
専決

９月
補正

10/1
専決

12月
補正

1月
補正

1/23
専決

2/10
専決

3月
補正

予算
総額 増減額 増減率

％

一 般 会 計 3,884,000 8,449 26,056 2,000 24,916 35,000 6,151 70,817 5,261 38,000 8,460 4,109,110 225,110 105.80

特　別　会　計

国民健康保険
（事業勘定） 223,273 2,219 13,992 239,484 16,211 107.26

国民健康保険
（施設勘定） 124,792 4,117 128,909 4,117 103.30

秋 山 診 療 所 3,842 3,842 0 100.00

後期高齢者医療 33,796 679 34,475 679 102.01

介 護 保 険 424,020 5,114 6,970 1,070 437,174 13,154 103.10

介護サービス 9,021 9,021 0 100.00

ケーブルテレビ 77,099 2,320 269 79,688 2,589 103.36

特別会計合計 895,843 932,593 36,750 104.10

事　業　会　計

簡易水道事業 142,031 2,450 4,990 ▲3,388 146,083 4,052 102.85

下 水 道 事 業 123,940 123,940 0 100.00

事業会計合計 265,971 270,023 4,052 101.52

単位：千円

※▲は減額
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意見書２件を提出
件　　名 意 見 書 内 容 送 付 先

消炎鎮痛剤や
抗アレルギー
薬など、薬の
追加負担を行
わないことを
求める意見書

政府は2025年12月、OTC類似薬77成分1100品目の薬について、１
割から３割負担の窓口負担とは別に「特別料金（薬剤の25％）」とし
て追加負担を求めることを決定した。

対象となる薬剤は、痛みや発熱など炎症をやわらげる消炎鎮痛剤や、
蕁麻疹、花粉症、喘息などの症状を緩和する抗アレルギー薬、皮膚疾
患の保湿剤など、日常的に幅広い疾患で使われている薬である。がん
や難病患者、低所得者、入院患者、医師が医療上の長期使用が必要と
する患者には追加負担を求めないとしているが、これにより医療保険
が３割負担の人は実質５割、２割の人は４割、１割の人は３割負担と
大幅な自己負担増になることが予想される。

政府は「（受診せず）市販薬を利用している患者との公平性」を理
由にあげているが、受診が必要な患者に追加料金のペナルティーを科
す道理はない。むしろ、症状を抱えながら医療機関に受診できない国
民の受療権を確保すべきである。

2025年12月の財務・厚労大臣折衝の合意では、将来的に「OTC医
薬品の対応する症状の適応がある処方箋医薬品以外の医療用医薬品の
相当部分にまで対象範囲を拡大することを目指す」、「特別の料金の対
象となる薬剤費の割合の引き上げについても検討する」とし、将来的
な対象医薬品の拡大と特別料金の引き上げはおり込み済みである。

このような薬の「追加負担導入」は、患者の受療権や健康権の侵害
につながり、受診控えや受診遅れなど、いのちに直結する問題である。

よって、政府に対し、すべての国民が必要な医療を受けることがで
きるよう、消炎鎮痛剤や抗アレルギー薬など、薬の追加負担を行わな
いことを求める。

内閣総理大臣
財務大臣
厚生労働大臣
衆議院議長
参議院議長

政府に所得補
償（直接支払
い）制度の実
現を求める意
見書

急激な物価上昇が国民生活を苦しめ、農業生産の現場でも資材価格
高騰による生産コストの上昇を販売価格に転嫁できず、営農が脅かさ
れています。さらに気候危機によって米、野菜、果樹、酪農など、あ
らゆる耕畜種が打撃を受けている中、国民に農産物を安定供給する土
台作りが求められています。

政府は米不足や需給見通しの間違いを認め、米の増産に舵を切ると
しました。

しかしながら、現状維持、もしくは減反と方向を変えました。生産
者の米価格の下落への不安は増すばかりです。国民が米の価格高騰に
苦しんでいます、国民が買い続けられる安定した米価を実現するため
にも所得補償制度が必要です。

私たちは､ 政府の責任による中山間地における農家が安心して安定
的に米生産が出来、農業後継者が継続して農業を続けられるために次
の事項について要望いたします。

１．農業従事者が安心して安定的に米の生産が続けられるように、農
家の所得補償制度の確立を求めます。

衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣
農林水産大臣
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の
確
認
も
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
資
産
の

コ
ス
ト
、
施
設
の
現
状
評
価
な
ど
を
重
点
的

に
行
い
、
ま
ず
は
行
政
内
部
で
方
針
を
検
討

し
今
後
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
で

あ
る
。

質
問
公
共
施
設
は
、
不
採
算
性
や
非
効

率
性
な
ど
の
側
面
が
あ
る
こ
と
は

理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
利
用
者
が
減
少
し

て
い
る
施
設
を
明
確
な
方
針
な
く
現
状
維
持

で
漫
然
と
残
し
続
け
る
の
は
、
老
朽
化
の
進

行
と
維
持
費
の
増
大
を
招
き
、
将
来
世
代
へ

「
負
の
遺
産
」
と
し
て
残
す
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。
今
後
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
考

え
る
時
に
単
純
に
維
持
・
廃
止
と
い
う
二
者

択
一
の
考
え
方
で
は
な
く
、
用
途
転
換
や
機

能
集
約
な
ど
多
角
的
な
視
点
や
新
た
な
利
用

価
値
を
創
造
し
て
、
再
編
や
統
廃
合
を
進
め

る
べ
き
で
あ
る
。
総
合
管
理
計
画
に
謳
っ
て

い
る
「
多
面
的
な
役
割
」
を
果
た
せ
る
施
設

の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も

っ
て
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
村
長
の
考

え
を
伺
う
。

村
長
公
共
施
設
に
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類

が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
、
実

態
、
利
用
価
値
等
が
あ
り
、
一
概
に
申
し
上

げ
る
の
は
難
し
い
。
役
目
を
終
え
る
栄
中
学

校
に
つ
い
て
も
地
域
の
活
性
化
や
新
た
な
栄

村
の
交
流
拠
点
な
ど
、
色
々
な
活
用
方
法
を

み
ん
な
で
研
究
す
る
こ
と
を
、
ス
ピ
ー
ド
感

質
問
こ
の
計
画
は
、
令
和
８
年
度
が
一

つ
の
区
切
り
と
な
る
と
思
う
が
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
、
事
業
進
捗
率
と
言
う
観
点
で
評
価
し
た

場
合
に
、
令
和
７
年
度
末
で
何
％
達
成
で
き

た
と
認
識
し
て
い
る
か
。ま
た
、令
和
９
年
度

以
降
の
取
組
方
針
や
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長
計
画
の
取
組
状
況
は
、
継
続
し
て

今
後
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
る

も
の
や
廃
止
せ
ず
に
使
用
し
て
い
る
施
設
等

が
あ
る
た
め
、
令
和
７
年
度
時
点
で
90
％
の

達
成
率
と
見
て
い
る
。
令
和
９
年
度
以
降
の

取
組
方
針
だ
が
、
10
年
間
の
計
画
策
定
に
な

る
の
で
将
来
の
財
政
負
担
を
再
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
並

行
し
て
各
施
設
の
建
物
の
劣
化
状
況
の
再
確

認
と
実
際
の
利
用
状
況
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面

村　長

時
代
に
即
し
た
形
で
最

適
化
し
て
い
く
こ
と
は
、

栄
村
に
と
っ
て
重
要
な

課
題
。

持
続
可
能
な
公
共
施
設

の
あ
り
方
に
つ
い
て
。

福
原
一
男
議
員

栄
村
公
共
施
設
個
別
施
設
計

画
の
取
り
組
み
状
況

負
の
遺
産
と
な
ら
な
い
公
共
施
設

真
に
必
要
な
公
共
施
設
の
形
を
真
剣
に
議
論

し
、
築
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

防
災
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
な
ど
の
公
共

施
設
が
果
た
す
役
割
を
改
め
て
整
理
し
、
総

合
振
興
計
画
な
ど
の
村
づ
く
り
の
基
本
を
踏

ま
え
て
議
論
す
る
場
が
必
要
だ
と
強
く
感
じ

る
が
村
長
の
考
え
を
伺
う
。

村
長
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い

き
、
ま
ず
は
行
政
内
部
で
あ
る
程

度
の
事
は
示
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
公
共
施
設
の
建
設
や
取
り

壊
し
な
ど
は
、
公
共
施
設
検
討
委
員
会
に
諮

り
、
議
論
し
て
い
た
だ
き
、
議
会
に
提
案
し

て
進
め
て
き
て
い
る
。
総
合
振
興
計
画
や
基

本
的
な
部
分
で
、
み
ん
な
で
共
通
認
識
を
持

ち
、
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
と
言
う
中
で

地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
と
る
こ
と
は
、
必

要
に
応
じ
て
や
っ
て
い
く
。

を
も
っ
て
進
め
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
で
あ

る
。
ま
ず
は
、
そ
の
よ
う
な
組
織
・
体
制
を

作
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
他
施
設
も
、
必
要
性
や
老
朽
化
の
度
合
い

な
ど
色
々
な
こ
と
が
施
設
に
よ
っ
て
出
て
く

る
と
思
う
が
新
た
な
計
画
を
作
る
時
に
は
、

固
定
観
念
を
持
た
ず
に
計
画
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
公
共
施
設
の
再
編
や
統
廃
合
を
検

討
す
る
時
に
、
単
に
財
政
事
情
が

厳
し
い
と
の
理
由
だ
け
で
は
住
民
の
理
解
を

え
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
行
政
が
一

定
の
方
針
や
思
い
を
明
確
に
示
し
、
住
民
と

課
題
を
共
有
し
、
共
に
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
が

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら
は
、

住
民
を
巻
き
込
ん
で
の
議
論

の
必
要
性

閉校した「栄中学校」

改修工事中の「さかえ小中学校」
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い
る
か
と
い
う
情
報
収
集
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

村
長
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
に
よ
り
一
時
的

に
通
院
が
困
難
な
場
合
は
、
民
生

課
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て

頂
き
た
い
。
そ
の
他
の
病
院
の
通
院
に
つ
い

て
は
、
財
政
的
な
負
担
も
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
や
り
た
い
気
持
ち
は

あ
る
。
今
後
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

　

北
信
総
合
病
院
・
飯
山
日
赤
病
院
に
つ
い

て
は
、
本
村
が
病
院
の
運
営
協
議
会
の
一
員

に
な
っ
て
い
る
。
毎
年
ど
の
位
の
村
民
が
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
か
数
字
は
つ
か
め
て
い

る
。
様
々
な
病
院
が
あ
る
が
、
ど
う
い
っ
た

方
法
で
通
院
し
て
い
る
か
調
べ
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
か
ら
も
検
討
す
る
。

質
問
移
動
が
ま
す
ま
す
不
便
に
な
っ
て

い
く
中
で
、
障
害
者
の
タ
ク
シ
ー

利
用
券
利
用
率
は
80
％
。
高
齢
者
タ
ク
シ
ー

の
利
用
率
は
40
％
台
。
障
害
者
の
方
は
十
日

町
タ
ク
シ
ー
を
使
え
る
が
、
高
齢
者
は
利
用

で
き
な
い
。
福
祉
タ
ク
シ
ー
は
経
済
的
な
問

題
で
、す
ぐ
に
は
で
き
な
い
と
い
う
事
だ
が
、

タ
ク
シ
ー
券
の
活
用
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

民
生
課
長
高
齢
者
助
成
券
の
利
用
実

績
が
低
い
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
十
日
町
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
こ

と
で
利
便
性
向
上
に
繋
が
る
。
事
業
所
と
の

調
整
、村
内
交
通
事
業
者
へ
の
影
響
、ま
た
制

度
の
公
平
性
・
持
続
性
を
踏
ま
え
十
日
町
タ

ク
シ
ー
を
制
度
の
対
象
と
す
る
か
検
討
す
る
。

質
問
高
齢
化
に
伴
い
、
近
隣
の
医
療
機

関
も
少
な
く
公
共
交
通
機
関
も
不

十
分
な
栄
村
に
お
い
て
、
将
来
的
な
健
康
へ

の
不
安
は
大
き
い
。
高
齢
者
の
有
病
率
は
高

く
、
ま
た
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

の
現
状
は
85
歳
以
上
で
リ
ス
ク
が
高
く
な

る
。
民
生
課
で
は
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
試
験

運
行
を
開
始
し
た
。対
象
者
は
、
70
歳
以
上
、

障
害
者
・
養
育
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
と
な

っ
て
い
る
。
年
齢
に
関
係
な
く
、
車
の
運
転

が
で
き
な
い
方
や
冬
季
の
道
路
事
情
な
ど
で

利
用
し
た
い
住
民
も
い
る
。
更
に
、
飯
山
日

赤
以
外
の
医
療
機
関
へ
の
通
院
の
利
便
性
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
ま

た
、
年
に
１
回
検
診
申
込
調
査
書
を
配
布
し

て
い
る
が
、
そ
の
際
、
ど
こ
の
医
療
機
関
・

診
療
科
に
、
ど
の
よ
う
な
手
段
で
通
院
し
て

村　長

飯
山
日
赤
病
院
以
外
の
運

行
に
つ
い
て
は
、
財
政
的

な
こ
と
も
あ
り
、
今
後
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
運
行

に
つ
い
て
、
範
囲
を
広

げ
ら
れ
な
い
か
。

魚
田
清
美
議
員

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
運
行
に
つ
い
て

そ
れ
と
共
に
小
児
・
高
齢
者
に
限
ら
ず
緊
急

時
や
入
院
設
備
の
あ
る
医
療
機
関
の
存
在

は
、
安
心
な
生
活
を
送
る
上
で
必
須
条
件
で

あ
る
。
栄
村
は
医
療
機
関
に
対
し
て
助
成
金

や
支
援
金
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
関
係
性

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

村
長
栄
村
診
療
所
は
、
国
・
県
の
補
助

金
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で

赤
字
補
填
を
し
て
い
る
。
今
後
、
経
営
は
厳

し
く
な
る
と
思
う
が
、
地
域
の
か
か
り
つ
け

医
と
し
て
維
持
し
て
い
く
。
飯
山
日
赤
病
院

は
、
岳
北
地
域
の
中
核
病
院
。
北
信
総
合
病

院
は
北
信
地
区
で
唯
一
周
産
期
・
小
児
医
療

を
担
う
病
院
。
津
南
病
院
は
、
栄
村
か
ら
最

も
近
い
有
床
病
院
で
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
い
村
民
が
受
診
す
る
重
要
な
医
療

機
関
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
近
隣
の
仲
間
で

応
援
を
し
て
病
院
を
維
持
し
て
い
く
思
い
で

い
る
。

質
問
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
は
、
独
歩

も
し
く
は
介
護
者
同
伴
の
利
用
に

限
っ
て
い
る
。
寄
贈
さ
れ
た
助
手
席
が
可
動

式
の
車
両
は
、
車
椅
子
利
用
は
で
き
な
い
と

聞
く
が
、
福
祉
車
両
と
し
て
貸
し
出
し
は
で

き
な
い
か
。

民
生
課
長
寄
贈
さ
れ
た
車
両
は
、
住

民
へ
の
貸
し
出
し
は
予
定

し
て
い
な
い
。
住
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
行
政
業
務
で
活
用
。一
方
、

民
生
課
が
管
轄
す
る
ス
ロ
ー
プ
付
き
福
祉
車

両
を
健
康
支
援
課
で
２
台
、
生
き
が
い
セ
ン

タ
ー
で
１
台
、
計
３
台
を
整
備
し
、
住
民
に

無
料
で
貸
し
出
し
て
い
る
。

質
問
公
立
病
院
で
は
、
医
療
機
関
の
主

な
収
入
が
減
少
し
、
診
療
報
酬
が

賃
金
や
物
価
上
昇
に
追
い
つ
か
ず
、
採
算
が

取
れ
な
い
現
状
が
あ
る
。
栄
村
の
診
療
所
も

人
口
減
少
に
伴
う
受
診
者
数
の
減
少
は
、
経

営
に
影
響
を
与
え
る
。
待
ち
時
間
が
少
な
い

近
く
の
診
療
所
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
が
、

栄
村
を
取
り
巻
く
医
療
環
境

に
つ
い
て
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る
教
育
を
受
け
る
権
利
を
ど
の
よ
う
に
保
障

す
る
の
か
。
困
難
が
あ
っ
て
も
行
政
と
し
て

責
任
を
ど
う
果
た
す
の
か
決
意
を
聞
き
た
い
。

村
長
今
ま
で
一
人
、
二
人
で
も
苦
慮
し

な
が
ら
分
校
を
維
持
し
頑
張
っ
て

き
た
。
あ
ち
こ
ち
視
察
に
も
行
っ
た
。
子
ど

も
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
は
何
か
、
保
護
者

の
想
い
は
何
か
、
そ
れ
に
応
え
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

教
育
長
学
ぶ
権
利
は
分
校
に
と
ど
ま

ら
な
い
、
本
校
に
も
あ
る
。

新
し
い
学
校
の
考
え
で
学
ば
せ
て
あ
げ
た
い

が
、
保
護
者
の
意
向
を
考
慮
す
る
こ
と
が
重

要
だ
。
教
育
委
員
会
と
し
て
誠
心
誠
意
子
ど

も
の
学
び
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
。
保
護

者
の
選
択
に
見
合
う
だ
け
の
条
件
整
備
は
や

っ
て
い
き
た
い
。

村
長
民
間
に
お
願
い
す
る
以
上
、
土
地

の
転
売
防
止
は
10
年
と
い
っ
た
制

限
の
中
で
考
え
た
い
。
契
約
の
た
め
の
専
門

質
問

12
月
議
会
で
分
校
設
置
条
例
が
撤

回
さ
れ
た
理
由
は
何
か
。

教
育
長
地
域
住
民
の
気
持
ち
を
推
し

量
っ
て
提
案
し
た
が
、
分
校

は
３
月
議
会
で
一
度
廃
止
し
た
も
の
で
あ
り

混
乱
を
き
た
す
と
判
断
し
て
撤
回
し
た
。
判

断
が
甘
か
っ
た
。

質
問
秋
山
地
区
の
要
望
を
受
け
止
め
分

校
設
置
条
例
案
の
提
出
の
判
断
は

正
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。過
疎
地
に
お
け

村　長

学
校
の
設
置
、運
営
は
村
が

行
う
も
の
。今
ま
で
も
頑
張

っ
て
き
た
。保
護
者
が
ど
う

考
え
る
か
、そ
れ
に
応
え
る

こ
と
が
大
事
だ
。

さ
か
え
小
中
学
校
の
秋

山
分
校
設
置
条
例
案
を

提
案
し
撤
回
し
た
理
由

は
何
か
。
秋
山
で
教
育

を
受
け
る
権
利
を
ど
う

保
障
す
る
の
か
。

島
田　

篤
議
員

秋
山
地
区
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
懇
談

会
で
の
声
を
拾
い
上
げ
て
す
す
め

て
き
た
が
、
判
断
が
甘
か
っ
た
。

雄
川
閣
の
目
的
外
使
用
や
転
売
を
防

ぐ
た
め
に
、
土
地
は
譲
渡
で
は
な
く

村
所
有
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

た
か
ら
。
現
在
は
検
討
中
で
あ
り
交
渉
中
で

あ
る
。「
借
地
で
い
い
」
と
い
う
協
議
結
果

に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
何
も
決
ま
っ
て
い

な
い
。
交
渉
中
の
途
中
経
過
は
議
会
に
も
報

告
す
る
。

質
問
と
い
う
こ
と
は
、
土
地
を
譲
渡
し

な
い
、
村
所
有
で
事
業
を
や
っ
て

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
だ

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

村
長
確
定
し
て
お
ら
ず
，
交
渉
中
と
い

う
こ
と
だ
。

質
問
交
渉
中
で
あ
れ
ば
、
協
議
の
中
で

「
所
有
権
は
村
が
持
つ
」
と
は
っ

き
り
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
村
民
は
譲
渡
を
望

ん
で
い
な
い
。
事
業
展
開
に
あ
た
り
、
自
然

保
護
や
路
上
駐
車
、
24
時
間
の
露
天
風
呂
の

管
理
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

事
前
の
取
り
決
め
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

副
村
長
切
明
の
旅
館
と
話
し
合
っ
て

い
る
。
３
月
下
旬
に
は
秋
山

で
住
民
説
明
会
を
予
定
し
て
い
る
。

島
田
雄
川
閣
の
一
部
解
体
費
用
の

４
０
０
０
万
円
の
根
拠
に
つ
い
て

は
予
算
委
員
会
で
伺
う
。

家
と
の
相
談
は
ま
だ
し
て
い
な
い
。切
明
で
事

業
展
開
す
る
上
で
、
自
分
の
土
地
で
な
け
れ

ば
そ
こ
に
投
資
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
。貸
与
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

質
問
交
渉
中
の
事
業
者
の
事
業
内
容

は
、
切
明
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

活
か
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
で
あ
り
高

額
な
投
資
を
想
定
し
て
い
な
い
。
土
地
の
所

有
は
ど
ち
ら
で
も
良
い
と
も
聞
い
て
い
る
。

10
年
で
も
20
年
で
も
貸
与
し
て
、
不
要
に
な

っ
た
ら
返
却
し
て
も
ら
う
こ
と
で
何
故
ダ
メ

な
の
か
。
譲
渡
に
こ
だ
わ
る
村
当
局
の
理
由

は
何
か
。

副
村
長
前
提
で
は
な
い
が
譲
渡
も
含

め
て
現
在
交
渉
中
で
あ
る
。

質
問
相
手
事
業
者
は
、
土
地
所
有
権
に

つ
い
て
譲
渡
で
も
貸
与
で
も
問
題

な
い
と
し
て
い
る
以
上
、
譲
渡
を
希
望
し
て

い
る
の
は
村
側
で
あ
り
、
そ
の
理
由
を
聞
い

て
い
る
。

副
村
長
逆
に
聞
き
た
い
。
な
ん
で
村

が
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
。

質
問
所
有
権
を
移
し
た
ら
将
来
売
却
の

可
能
性
が
出
て
く
る
。
村
長
も
そ

の
こ
と
は
不
安
に
思
っ
て
い
る
と
発
言
し
て

い
る
。
こ
の
不
安
を
ど
う
解
決
す
る
か
と
い

う
や
り
取
り
を
議
会
で
何
度
も
し
て
い
る
で

は
な
い
か
。

村
長
こ
れ
ま
で
譲
渡
と
い
う
こ
と
で
す

す
め
て
き
た
の
は
事
業
者
と
し
て

は
や
り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
き

栄中学校 校舎

雄 川 閣
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質
問
地
球
温
暖
化
や
環
境
破
壊
に
よ
り

環
境
が
変
化
し
て
様
々
な
災
害
が

起
き
て
い
る
。
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
の
た

め
原
子
力
発
電
が
重
要
な
課
題
か
と
思
う
。

昨
年
11
月
、
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
が
容

認
さ
れ
、
栄
村
は
50
㎞
圏
内
に
あ
り
、
事
故

の
際
の
放
射
能
拡
散
が
心
配
さ
れ
る
。
万
が

一
の
事
を
考
え
、
村
と
し
て
原
発
事
故
を
想

定
し
た
避
難
計
画
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
情
報
共

有
や
避
難
訓
練
等
を
考
え
て
い
る
か
。

村
長
今
年
１
月
21
日
に
柏
崎
刈
羽
原
発

が
再
稼
働
し
た
。
１
月
15
日
に
阿

部
知
事
と
東
電
と
の
意
見
交
換
会
が
あ
り
、

原
発
の
再
稼
働
に
よ
っ
て
事
故
の
発
生
を
心

質
問
栄
村
奨
学
資
金
制
度
は
、
昭
和
61

年
か
ら
実
施
さ
れ
、
多
く
の
子
供

た
ち
が
利
用
し
、社
会
に
飛
び
立
っ
て
い
る
。

現
在
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
奨
学
金
償
還
中
の
方
は
10

名
、
貸
付
中
の
方
は
２
名

で
、
貸
付
金
額
は
そ
れ
ぞ
れ
１
０
３
万
円
、

１
４
４
万
円
と
希
望
す
る
金
額
に
応
じ
た
額

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
の
利
用
者
減
少

の
要
因
は
、
子
供
の
総
数
の
減
少
や
大
学
、

民
間
な
ど
に
お
い
て
も
奨
学
金
制
度
が
普
及

し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

質
問
給
付
型
奨
学
資
金
の
創
設
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
12
月
議
会
に
提
案

し
再
度
の
提
案
で
あ
る
が
、
今
後
の
導
入
予

定
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
卒
業
後
の
人
生
設
計
を
し
て

い
く
上
で
、
貸
与
型
奨
学
金

制
度
を
継
続
し
つ
つ
、
新
た
に
給
付
型
奨
学

金
制
度
を
創
設
す
る
計
画
で
あ
る
。
い
ろ
い

ろ
な
条
件
の
設
定
が
必
要
で
あ
り
、
様
々
な

ケ
ー
ス
を
想
定
し
、
村
民
の
皆
様
に
も
理
解

を
得
ら
れ
る
条
件
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
関
係
例
規
の
見
直
し
を
行
い
育
英
資
金

運
営
委
員
会
に
諮
り
、
令
和
９
年
度
か
ら
の

実
施
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
第
６
次
栄
村
総
合
振
興
計
画
の
中

で
、
人
口
対
策
に
お
い
て
は
、
移

住
定
住
の
促
進
事
業
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

事
業
、
若
者
定
住
マ
イ
ホ
ー
ム
支
援
事
業
等

積
極
的
に
様
々
な
移
住
対
策
事
業
を
展
開
し

て
き
た
が
、
人
口
減
少
が
続
き
、
１
５
０
０

人
を
下
回
っ
た
。
村
の
未
来
を
担
う
若
者
定

住
対
策
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長
高
校
や
大
学
卒
業
後
の
都
会
へ
の

人
口
流
失
は
、
全
国
の
過
疎
自
治

体
の
共
通
の
課
題
で
あ
る
。
持
続
可
能
な
村

づ
く
り
の
推
進
に
は
、
若
者
の
定
住
対
策
と

し
て
、
仕
事
、
住
ま
い
、
子
育
て
、
つ
な
が

り
の
４
要
素
を
重
視
し
、
次
期
総
合
振
興
計

画
と
一
体
で
移
住
、定
住
施
策
を
進
め
た
い
。

教育長

村　長

貸
与
型
を
継
続
し
つ
つ
、

新
た
な
給
付
型
奨
学
金
制

度
を
令
和
９
年
度
か
ら
の

実
施
を
め
ざ
す
。

栄
村
地
域
防
災
計
画
に
原

子
力
災
害
編
を
設
け
、
万

が
一
の
事
態
に
お
け
る
避

難
誘
導
や
屋
内
退
避
の
手

順
を
定
め
て
あ
る
。

若
者
定
住
対
策
と
し
て
、

給
付
型
奨
学
資
金
制
度

創
設
を
。

原
発
事
故
を
想
定
し
た
避

難
計
画
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

情
報
共
有
や
避
難
訓
練
等

を
考
え
て
い
る
か
。

保
坂
眞
一
議
員

月
岡
利
郎
議
員

人
口
減
少
が
進
む
中
、若
者
の
定
住
対
策

に
つ
い
て
村
長
の
基
本
的
な
考
え
方
は

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持
続
可

能
な
村
づ
く
り
に
つ
い
て

若
者
定
住
対
策
と
し
て
の
給

付
型
奨
学
資
金
の
創
設
を

栄
村
奨
学
資
金
貸
し
付
け
状
況
は

配
す
る
村
民
が
多
く
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。

栄
村
地
域
防
災
計
画
の
中
に
原
子
力
災
害
編

を
設
け
、
万
が
一
の
事
態
に
お
け
る
避
難
誘

導
や
屋
内
退
避
の
手
順
を
定
め
て
あ
る
。

質
問
人
口
減
少
と
高
齢
化
で
冬
の
生
活

環
境
を
維
持
し
て
い
く
に
は
大
変

厳
し
い
。生
活
道
路
の
除
雪
、高
齢
化
世
帯
の

道
踏
み
支
援
、雪
害
救
助
員
に
よ
る
除
雪
等
、

担
い
手
不
足
の
中
で
皆
さ
ん
頑
張
っ
て
い
る
。

　

村
内
に
は
、
生
活
道
路
に
沿
っ
て
屋
根
か

ら
落
雪
が
心
配
さ
れ
る
空
き
家
が
何
箇
所
か

見
受
け
ら
れ
、
通
行
す
る
車
も
人
も
危
険
を

承
知
し
な
が
ら
通
行
し
て
い
る
。
村
民
の
安

全
と
命
を
守
る
た
め
に
何
か
施
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。

村
長
民
間
所
有
の
空
き
家
は
、
村
の
管

理
権
限
に
及
ば
な
い
財
産
で
あ
る

た
め
、
基
本
的
に
は
所
有
者
自
ら
の
責
任
の

も
と
管
理
す
べ
き
で
あ
る
。

農
林
建
設
課
長
村
民
か
ら
の
情
報

提
供
や
依
頼
に
基

づ
き
、
積
雪
に
よ
る
家
屋
の
破
損
も
し
く
は

周
囲
に
被
害
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
空
き

家
の
所
有
者
に
対
し
て
除
雪
の
依
頼
を
行
っ

て
い
る
。
雪
害
に
関
わ
ら
ず
、
周
辺
の
住
民

や
施
設
等
へ
危
害
を
及
ぼ
す
状
況
と
な
っ
た

場
合
は
、緊
急
的
な
安
全
措
置
を
行
え
る「
空

き
家
等
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
を
今
議

会
で
上
程
し
た
。

空
き
家
に
よ
る
雪
害
と
そ
の

危
険
性
に
つ
い
て
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用
、
地
域
組
織
等
に
対
す
る
専
門
知
識
の
助

言
、
各
種
補
助
事
業
の
導
入
検
討
な
ど
地
域

関
係
者
と
話
し
合
い
の
機
会
を
つ
く
り
な
が

ら
機
運
を
醸
成
し
、
き
っ
か
け
と
な
る
プ
ラ

ン
作
り
を
進
め
て
、
若
者
が
こ
の
村
で
希
望

を
も
っ
て
活
躍
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

農
林
建
設
課
長
雪
室
な
ど
利
雪
に

つ
い
て
は
長
野
県

下
で
は
ま
だ
ま
だ
だ
が
、
こ
う
い
っ
た
研
究

も
し
っ
か
り
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
地
域
づ
く
り
と
農
業
振
興
を
一
緒
に
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
人
が
集
ま
ら
な
い
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
総
務
省
の
所

管
事
業
で
あ
る
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

制
度
を
活
用
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

思
う
。

質
問
商
業
に
つ
い
て
は
、
人
口
の
減
少

や
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
閉
店
す
る

店
が
多
数
あ
る
。
５
年
後
に
は
廃
業
、
10
年

後
に
は
人
す
ら
い
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
し
て
い
る
。
商
工
観
光
課
、
商
工
会

と
も
積
極
的
に
意
見
交
換
を
行
い
、
村
内
の

商
業
者
が
何
か
を
し
よ
う
と
い
う
意
欲
を
起

こ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
長
店
主
の
高
齢
化
、
跡
継
ぎ
の
事
、

そ
し
て
買
い
手
側
も
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。
行
政
が
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が

あ
る
。
や
は
り
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
つ
い
て

民
間
事
業
者
が
実
践
し
て
も
ら
い
、
そ
こ
を

村
が
い
か
に
応
援
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
力

を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
う
。

質
問
交
流
都
市
で
あ
る
武
蔵
村
山
市
や

横
浜
市
栄
区
な
ど
へ
イ
ベ
ン
ト
に

行
く
と
、
栄
村
で
は
珍
し
く
な
い
キ
ノ
コ
や

山
菜
は
非
常
に
人
気
が
あ
り
、
あ
っ
と
い
う

間
に
売
り
切
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
津
南
町
で

は
、
雪
を
活
用
し
た
雪
室
施
設
で
、
コ
メ
、

野
菜
、
お
酒
な
ど
を
貯
蔵
し
、
差
別
化
し
て

販
売
し
て
い
る
。

　

と
に
か
く
栄
村
に
は
産
業
が
無
さ
過
ぎ

る
。
新
た
な
産
業
振
興
が
不
可
欠
だ
。

村
長
令
和
８
年
度
は
、
地
域
力
創
造
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
活
用
し
、
外

部
専
門
家
の
協
力
を
得
て
、
地
域
資
源
の
活

村　長

令
和
８
年
度
は
、
外
部
専

門
家
の
協
力
を
得
て
、
地

域
資
源
の
活
用
、
地
域
組

織
等
に
対
す
る
専
門
知
識

の
助
言
、
各
種
補
助
事
業

の
導
入
検
討
な
ど
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

栄
村
に
は
産
業
が
無
さ

過
ぎ
る
。
新
た
な
産
業

振
興
が
不
可
欠
だ
。

石
沢
一
男
議
員

産
業
振
興
に
つ
い
て

開催月 内　　　容

令和７年
10月16日㈭

◎	 令和８年度予算提言書について
　　　令和８年度の予算について、総務文教常任委員会と産業社会常任委員会で協議し、村

長に「令和８年度予算提言書」を提出。
◎	 議員のあり方研究について
　　　栄村議会では、議員活動についてもっと村民のご理解をいただくためにどうしたらい

いか、話し合いを行ってきました。令和７年度については、「むらづくり懇談会」を村
内７つの会場（野田沢、小赤沢、長瀬、箕作、平滝、青倉の各公民館及び栄村役場）で
行うことを決定した。

◎	 行政視察研修について
　　　住民と行政が協同して地域づくりを行っている先進地として、山梨県小菅村で「村ま

るごとホテル」事業を視察することを決定した。

栄村議会活動報告
◎令和７年１０月から令和８年３月までの「議会全員協議会」で協議された項目内
容を報告します。

議長提出の全員協議会 議会の計画や課題について議員全員で協議する場です。基
本的に月一回開くことにしています。
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開催月 内　　　容

令和７年
11月11日㈫

◎	 雄川閣について
　　　プロポーザルの結果、最も評価の高かった候補者と打合せをしていることについて、

商工観光課から説明を受けた。

令和７年
12月1日㈪

◎	 むらづくり懇談会での意見等について
　　　令和７年度に開催したむらづくり懇談会は、７か所で８回行い６２人の参加があった。

来年度以降の計画では、開催する際には余裕を持った期間で、テーマを定めて意見の交
換をしたい。

　　　また、今回いただいた意見については、集約して議会の中や行政で、情報を共有する
こととした。

令和８年
１月22日㈭

◎　雄川閣について
　　　商工観光課から「雄川閣の譲渡先候補でプロポーザルの選定者である、一般社団法人 

人力チャレンジ応援部と基本協定を締結した。温泉の権利は村で保有するが、雄川閣の
土地や建物については譲渡する予定である」旨の報告があった。

　　　また、次回（２月）の全員協議会で、プロポーザルの選定者である、一般社団法人 人
力チャレンジ応援部代表の金田氏より、直接、初期戦略について説明することとなった。

令和８年
２月16日㈪

◎	 ３月定例会に上程される議案の説明について
　　　３月定例会で審議される「国民健康保険税の徴収方法及び税率の改定」「令和８年度

栄村当初予算」「栄村過疎地域持続的発展計画」について説明があり、質疑を行った。
◎	 雄川閣について
　　　プロポーザルの選定者である、一般社団法人 人力チャレンジ応援部代表理事の金田

氏より、雄川閣の再生方針について提案していただき、商工観光課からは「５月末を目
標に契約を結びたい」との説明があった。

令和８年
３月５日㈭

◎	 むらづくり懇談会での意見等について
　　　令和７年度に開催したむらづくり懇談会で出された意見を確認し、議会の中で、情報

を共有した。同内容を行政にも伝えた。

～雄川閣（切明温泉）に係る協議について～
　村当局より昨年から数回にわたり説明があり、全員協議会内での協議のほか、本会議や予算委員会など
でも「地域での協議状況」「具体的な経営内容」「土地利用について」意見を交わしてまいりました。今後
も村民の皆様と村当局の間に入り、よりよい方向で開発が進められるよう議論してまいります。村民の皆
様からも、引き続きご意見等をお寄せください。


